
【社会科】教科提案

一人一人の学びの充実をめざして

～ ひとり学習を全体学習の場面へ ～ 

1 . 研究テーマ設定の理由

(1)学校提案とかかわって

「学びをデザインする子どもたち」とは，主体的に学びを深めていき，社会科のねらいに自ら近づい

ていける子どもたちのことである。これは，土台となる学級風土の中で育まれていくものである。

まず，単元の中でめざす子どもたちの姿とは 見通しをもって学習に取り組んだり，課題を見いだして追

究したりしていく姿である。そのためには，魅力的な教材づくりや課題設定が必要である。単元や渫題を

工夫することで，子どもたちが学ぶ筋酋を考えようとするきっ力吋をっくつていくのである。そうすることで課

題解決意識が高まり ，ひとり学習が深まると同時に課題に向かう学級風土も高まっていくのである。社

会科の学習内容は，主として現代社会の事象を取り上げるため，より具体的・ 直接的に現代社会とかか

わり合う。事象を単に知識として獲得するだけではなく 「ひと • もの • こと」という具体的な対象とか

かわらせる中で認識され，それを追究していく過程を通して深化させていく のである。 自ら追究する中

で獲得していった知識は，単に知識の増加にとどまらない。知識を獲得するための道筋や学び方をも体

得するはずである。そのために，教師は一人一人の子どもによりそいながら，学習意欲やそれぞれの課

渥揺識を高めていく支援が重要となる。 例えば「子どもたちは，今どんなことに興味• 関心をもち，追

究しようとしているのか」とか「この子はこの問題をどうとらえどのように対象に向き合うだろうか」

という視点が必要となってくる。子どもたちは，その追究の過程を通じて知識・理解を獲得し，よりよ

＜課題を解決する方法や能力を身につけていく のである。

単元全体を通して， その個の変容を探っていくためには1時間1時間⑬受業についてもその学びを丁寧にみて

いく必要がある。ここで大切にしたいことは子どもの気づきを見逃さないようにすることである。 そして，い

くつ力の気づきから子どもたちによる焦醐を翅援し，課鴫瞑へと向力わせたい。どの場面においても「学

びをデザインする」ということは，教師のみとりと支援が重要である。教師は学習意欲を刺激し， 方向

づけ，学習活動を支援する存在でなければならない。

(2)社会科でめざす子ども像

社会科噂醗な目標ま芦琴鱈んでいくために必要とされる「公鯛麟の麟繹う」ことである。

一人の人間としで仕会に対してどうかかわり，社会図邸り中で自分はどう生きていくかを考え，社会の中で望ま

しV巧動がとれるようにすることである。 これは子どもたちに自分なりの「社会的なものの見方や考え方」を育

てることと関墾している。したがって仕銅斗学習では 「社釜内なものの見方や考え方」を身につけるようにす

るために，社会均事象に主伽的にかかわらせていくことが大切である。

そこで， 「社会科教育む再してめざすべき子どもの姿」を，次のように投定しt:o

A: 事実を的確にとらえ，こだわりをもちながら学習をすすめていける子

B: 社会的事象への公正な判断力を持ち，未来への生き方につなげられる子

Aの「事実を的碓にとらえ」とは事起コいいて見たり考えたりすることである。様々な社会的事象がら具

体的な事実を的確に読吟取ることが大切である。子どもがもっている社会均事象に対する見方や考え方は多様で

あり，そ幻土 既習内容の理解や踪印琺の差輿こ由来する。 「こだわりをもちながら学習をすすめる」とは，

社会的事象に対して疑明を抱くことも含め，自分なり口頴沢 億味づけ）して考察することである。 新たな社会
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的事象と出合ったときに他者の考えと自分の考えを比餃したり，共惑，深化したりする場を全体学習ととらえ

ている。鉗本芹習の中で， 一人一人が友だちとかかわりながら，自分の思いやこだわりをもって学習をすすめる

ことにより，社会均事象をより総細勺に四屋したり考察したりすることができると考える。

Bの困会的事象辺辺証な判析力をもち」とは仕頷渭睾を一面的口郵討ちにとどまらず，多角的・ 多

面的にとらえることで，事象や閑歯を公正力と総合的に半1掬げる力を育むことである。社会的事象の多くは立

場を変えて見因主当然異なる則解が生じるものであり，多角的 ・多面的にとらえることで，より広し視野から考

察・判断でき，子どもの中に個由的な見方や考え方が育っていく。また，自分の見方や考え方を表現し合い，友

だちと出餃 ・交流ずることによって，より公正力己総合的なものの見方ができるようになる。 「未来ぺ虎ヒき方

につなげられる子」とは自分が店舌している社会に深ハ関ビや愛着をもち，それをもとに自分なりの未来の生

き方を描き出すことである。社会杓事象を自分の拉舌や自分自身とのかかわりの中で見たり考えたりすることで，

自分の考えや夢をより広げ， 自分なりの生き方や翌舌戊文餡こつなげていけるのである。そして“自分にとって

ぱ' "自分ならば’など，自分を社会とのかかわりの中で見つめ直し，未来ぺ虎ヒき方につなげていくことがで

きる子に育ってほしいと願っている。

2. 社会科学習における「学びをデザインする子どもたち」

社会科学習の具｛栢勺なねらバま子ども自ら力罪覧聰識をもって意郎的に学ぶ態変をはじめ，自分なりに思考

口晰しながら問阻を靡央する力や自分の言葉で表現する力，学習の成果を自らの出却句上に生かす力などを身

につけさせることである。社会打事象を単なる知識としつ聰財るだけでなく，社会的事象を多角的 ・多面的に

とらえることで総細勺に半l掬げることが重要である。

このようなねらいお願及し，社会科学習を一層意義深ハものにしていくために全体学習と同照こひとり学習

を大切にしたいと考えている。全体学習は考えをすり合わせ練り合う場であり，ひとり学習を発展させる場でも

ある。全体学習はひとり学習のために，ひとり学習は全体学習のために相互に関里しあいなが吋図置づけられる

のである。 「ぼくは00だと思う。」 「わたしは 00についてこんな腿明をもっている。」というように，学

習対象に対して個人の思いをしっかりもつことから，ひとり学習がスタートする。学習対象と出合い，子どもた

ち虞策々な疑問をもちながら追究甜功をすすめるが，このとき指導者は誰がどんな事を調べ，どのように資料

作りをしているのかを確起こ掴屋しておくことが大切である。また，自分の詔明紺瞬央できない子に対し， 調べ

方や考え方を助言することもある。ひとり学習をすすめ，深めることで，地図やグラフなどの具佑的資料を効果

的に活用し， 地畷土会の仕急杓事銀万持色や関連などについて考える力，調べたことを自分なりに表現する力を

伸長させることにもつながると考えている。

社奇斗では郷こ1疇の学習の中で「学びをデザインする子どもたち」の姿を提案していきたい。全体学習で

話し合いが始まると，いろいろな考えが出てくる。友だちの考えをしつかりと聴き， 自らの思いを出し合う中で，

「なるほど，そんな見方や考え方があるんだね）」と友だちの考えに坦惑することや， 「ぼくと00さんとは考え

がちがうようだから， OOを用意して，もう一度ぼくの意見を言ハ直してみよう。」というように学習対象に対

する自分の考えを見つめなおすきっ力吋になり，新たなひとり学習の課題力緞定されることが多い。このように子

どもたちで昧師豆痢激”をし合い，友だちの考えを知る中で自分の考えを一層深めることは社会的事象や至課題

を公正りと総細勺に半l掬吋る力を育てる上でも大切である。また，友だちの知識や考えを比べたり ・つなげたり ・

まとめたりすることで，考えや思いを再溝戎し，具佑的な事実に対する理解が深まるのである。

(1) 社会科における「つなぐ・つむぐ・つくる」みとりと支援

社会科における着目児とは単元を見通して設定する。単元で変容を期待する子，単元とかかわりの深い子，

学びをデザインしていく子などが考えられる。単元を進めていく中で，着目児の変容を追いながら，子どもたち

が「ひと •もの •こと」とどう関わっていくかをみとっていく。 課題に対して着目児のアプローチの仕方をみとること

によって，子どもたちがより学びをデザインできるよう支援していく。 そのために作文や座席表カルテ，授業

-31-



記録などで個の学びをみとり，支援していく必要がある。

「つなぐ ・つむぐ ・つくる」みとりと翅巌こついても 1時間の授業における「つむぐ」に焦点をあて研究し

ていきたい。学級全体で課題解決へと近づけていくために教師は子どもの考えを把握する。子どもたち

の考えを把握し， 整理しながら， どの子の考えをとり あげれば学びが深まるのかといったみとりの視点

をもち，子どもたちが視点を絞った話し合いができるよう個に応じた支援を大切にしていきたい。

(2)社会科における子どもたちが学びをデザインする姿

3年 4年 5年

課題 教師と共に単元全体の見 社会的事象から課題を見い 社会的事象について広い視

解決 通しをもって学ぶ だして追究する 野から課題を見いだして追

究する

友だちの考えにかかわり， 多様な考えに進んでかかわ 多様な考えに進んでかかわ

対話 違いや同じところがわか り，他者と ともに新たな考 り，三位一体の対話で自己

り，新たな考えをうみだす えをうみだす の変容に気づく

学び 学び方を学び，社会事象に 社会的事象を的確に観察，
具体的な観察ばかりでなく

方 ついて必要なことを集め， 調査し， 目的に応じて読み
間接的な資料をもとに，社

会的事象を的確に観察，調

表現する 取ったり，まとめたりする 査し目的に応じて活用する

（表 1 子どもたちが学びをデザインする姿）

(3) 3年生「くらしを守る仕事」から

6年

社会的事象について広い視野

から課題を見いだして追究し

自分の生き方を考える

多様な考えに進んでかかわり

，三位一体の対話で自己の変

容に気づく

間接的な資料を理解し，社会

的事象を的確に観察，調査し

目的に応じで活用する

課題j「附属小学校がひなん所になるって問いたよ。みんなは安心？心配？」 （一部授業記録を抜粋）

かりん ：心配って言っている子多いけど，そんなに言っても，総合防災課のAさんは「避難場所になる

ようです」つていっていたから，心配なところを安心に変えることを考えなくちゃいけないと

思いませんか? (C: うん，賛成） (C: でも ・・・ ） 口々に話す

たかし ：附属の近くは避難訓練してなくて心配なんだから， 附属の周りもぼくの地域の磯の浦みたいに

避難訓練のイベン トをやったら，心配が安心に変わる。

ゆみか：続けて，串本幼稚園のように毎日避難訓練したり ，みんなでダンゴムシのポーズも朝の会に練

習したりしたら地震が来てもすぐ頭を守れて安心でいいと思う。

たつや：片男波も地域で避難訓練しているけど，地域の運動会でも，担架でリレーして防災のためにが

んばっている。この地図も見てほしいんやけど，要介護者と協力者がわかりやすく色分けして

いて，お年寄りのところにすぐ助けに行けるシステムにしてる。

かずや ：ぼくは，心配から安心に変えられることないと思っていたけど， みんなの話聞いてて，なんか

安心になってきたっていうか，安 心にしていこうと思ってきた。だから，さっきおく 山のがけ

崩れとか心配っていうたやろ ？でも，おく 山があぶないって近くのところにいつばいはったら

みんな気を付けると思うんよ。湯浅にいったとき，電柱に小学生の書いた防災のポスターあっ

たやん? (C: うん） あんなみたいにポスター作ったら心配が安心に変わると思うんよ。

けんと ：さっきもぼくが言うたんやけど，例えば， （黒板を指さして）こんなん（ポスター）とかこん

なん園強）とかは自分でできるやろ？自助やと思います。そして，こんなん（避難訓練）と

かは共助やと思うし，こんなん（備蓄を増やす ・液状化） は公助でやってもらわなあかんから

自分たちでできることから安心を心配に変えたらいいと思います。

(C: よびかけも） (C: だんごむしのポーズもできる） (C: そうやなあ ・・ いいなあ）
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この後にも，数人の子どもが友だちの意見を聞き，考えを深めたり変えたりした。このように，他者

の意見に触れ自己の考えを更新・変容し学びをデザインする子どもたちの姿が本時の中で見られた。ま

た，本単元以降もニュースや新聞記事で意欲的にその変化や対応について話し合っていた。子どもたち

は，多くの人に防災を伝えたいという思いで，地域と人とともに学びを深めた。特に家の人や地域の人

の意識を変えたいという「使命感」をもったことがきっかけとなり，地域を身近口愈じまちづくりの一

員としての思いを持った。また，そこで出会った多くの方々が，学習を高めてくれる貴重な指導者とな

り，子どもたちにとって大きなエネルギーとなった。この出会いの一つ一つが安全を守るために働く人

々の願いや工夫を知るきっかけになった。

また，インタビュー，アンケートなど，様々な活動を通して，自分の思いや考えを確実なものとする

ことができた。そして，いろいろな立場の人と接し，学校だけでなく現実の社会とのつながりを持った

ことで， 対象 • 他者との対話をすることができた。 そして， 自分の考えを吟味することができ，地域社

会に対する誇りと愛清を持とうとする変容が見られた。単元を通し個人の振り返りカード，作文等の活

用により，他者との見方 ・考え方の違いや自分自身の見方・考え方の変容にも気づくことができ，三位

一体の対話がうまれた。

3 研究の展望

ひとり学習と全体学習を交互に取り入れる社会科学習を，より充実させるための重要なポイントとして次の3

点が考えられる。今後び形団の滉点としたい。

(1) 学習単元の開発と充実学習課題とのかかわり

子どもたちが巽味 • 関心をもつような活動や調査見学を取り入れた単元計画が必要である。 また，他の友だち

との学び虎冷花を考慮した学習暉勘ゞ大切である。学習課題とは子どもたち⑪ョロ寛憶識からスタートし， 味且

互の束朦＇をしあう中芍菊ヒ発展していくものである 。学醤暉目と出合ったとき，子どもたち虞羨々な疑明を

もちながら追究をはじめる。問圏彰←切追究の見勇しがもてる切実感双ある学習課菌でなければならない。

(2) ひとり学習における子どもの変容

学習課顎と積極的にかかわっていくと，ひとり学習O=fd寛憶識が深まっていく。指導者は一人一人のみとりと

支援が特に重脚こなってくる。ノートや作文，発言から個々の学びをみとり，子どもたちの変容を把握しながら

単元溝戎にいかしていきたいと考えている。個口芯じた支援をすることで，子どもたちが調べてきた様々な考え

をつなぎ，つむぎながら全体学習をつくつていく。

(3) 対言舌学習0冴費築

ひとり学習可局ゞてきたことや考えてきたことを全体学習可也者と対話させる中で， 一人一人の学び功質を高

めることができる。対話学習ではともに学び，練り合う場面を囲こ大切にしたいと考えている。

4. 研究の評価

自分の思いや考え方O)j-J敬此なる資料等を，ひとり学習でみとるとともにその変容を把握する。様々な活動に

おけるノートや侑匹年で，個々の学びをみとり評価する。全体学習では話し合し活動む重して，対話⑪架まり

方を探り，評価する。子ども自身加学習を振り返る作文で，公正力と総合的に判掬祠ーる力が育っているかを評価

する。

単元の導入と終末には作文を書いて， 自ら変容を意識し，確かめるようにしている。また，学びの足

跡を掲示したもので確認したり，個々でファイリングしたりすることで，新たな課題を見つけて学びを

深めている。
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